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登壇者

遠藤 智（えんどう さとる）
株式会社RS Technologies 取締役上席執行役員 製造部長

 

1991年 4月        ラサ工業株式会社入社

2011年 1月        当社入社 製造部長

2017年 4月        当社取締役製造部長(現任)

2018年 1月        北京有研RS半導体科技有限公司 監事就任(現任)

2022年 3月        艾爾斯半導體股份有限公司 董事就任(現任)

2022年 3月        株式会社DG Technologies 取締役就任(現任)
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社 名 株式会社RS Technologies

設 立 2010年12月10日

経 営 理 念 「地球環境を大切にし、世界の人々に信頼され、常に創造し挑戦する。」

事 業 内 容

•シリコンウェーハの再生加工・販売

•プライムウェーハの製造販売

•半導体製造装置向け消耗部材の製造・販売

•超音波映像装置の販売

•電子部品の販売 等

本 社 所 在 地 東京都品川区大井1-47-1 NTビル 

製 造 拠 点 宮城県、茨城県、台湾（台南）、中国（徳州）

資 本 金 5,643百万円（2023年12月末時点）

代 表 取 締 役 方 永義

会社概要

• ウェーハ再生事業で世界市場シェア33%のトップ企業※1

•中国中央企業※2との合弁事業でプライムウェーハ事業に進出

• M&Aによりシナジーの期待できる周辺事業領域に事業を拡大

※1 SEMIデータに基づき弊社にて推計

※2 国有企業のうち、中央政府の管理監督を受ける企業
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代表取締役 方永義の強み

• 代表取締役社長である方永義が20年以上にわたって日本で培った知見と自身が持つネットワークを生かした

全世界への販売力・人脈力・提携力・資金力  が強み
• 方永義の下にハイテクや金融など幅広い分野のプロフェッショナル人財が集結

方 永義 （ほう ながよし）
• 1970年生まれ 中国福建省出身

•城西国際大学院 経営学博士

• 1998年 永輝商事設立

• 2010年 当社設立社長就任（現任）

• 2014年 日本に帰化

• 高校卒業後に来日。「半導体事業」の他、ファンドや貿

易、ホテル、IT事業、農業等様々な業界の投資を経験

• 「日本のものづくりは世界一」との信条の元、それを世

界に広めていくため、世界中を飛び回っている

Ｍ＆Ａ、業務提携

為せば成る

▌得意分野

▌大切にしている心

▌補足
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会社概要

主 な
連 結 子 会 社

有研半導体硅材料股份公司

GRITEK

（北京）

艾爾斯半導体股份有限公司

RS 台湾

（台湾）

株式会社 DG Technologies

株式会社

ユニオンエレクトロニクスソリューション

出資比率 100%

資本金 NT $300 million

資本金 100百万円

100%出資比率

出資比率 100%

資本金 27百万円

出資比率 40.09%※3

10億人民元登録資本

上場 上海証券取引所

科創板

2023年12月末現在
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2010年 12月 ウェーハ再生事項を主たる事業として株式会社RS Technologiesを設立

2014年 2月 台湾に艾爾斯半導體股份有限公司（連結子会社）を設立

2015年 3月 東京証券取引所マザーズに株式を上場

2016年 9月 東京証券取引所市場第一部（東証一部）へ市場変更

2018年 1月 中国プライムウェーハ製造メーカーである有研半導体材料有限公司（GRITEK）を連結子会社化

2018年 5月 株式会社ユニオンエレクトロニクスソリューションの100％株式を取得（日立パワーデバイスの特約店）

2018年 8月 山東有研半導体材料有限公司（GRITEKの連結子会社。山東GRITEK）を設立

2019年 1月 株式会社DG Technologies（DG）の100%株式を取得

2020年 2月 上海悠年半導体有限公司（上海ユニオン）を設立

2022年 4月 東証一部からプライム市場へ移行、指名報酬委員会（任意）を設置

2022年 11月 GRITEKが上海証券取引所科創板市場へ上場

2023年 12月 「バナジウムレドックスフロー電池（VRFB）」用の電解液製造事業を承継

沿革

•設立以来、ウェーハ再生事業における世界トップ企業として確固たる地位を確立

2018年に中国の大手プライムウェーハメーカーを連結子会社化したことで、ウェーハ総合メーカーに

再生

プライム

半・部

エネルギー

再生

プライム

半・部

半・部

プライム

半導体関連装置
部材等事業関連

ウェーハ再生事業

プライムウェーハ事業

再生エネルギー事業
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現在のRS Technologies 

• ウェーハ再生事業＋プライムウェーハ事業の総合ウェーハメーカー

•半導体関連装置・部材等事業など事業領域を拡大

• ウェーハ再生事業はグローバルシェアNo1、プライムウェーハ事業では中国国内向けを中心に事業を展開

連結売上高および営業利益 セグメント別売上高

(百万円)

5,285 

8,865 
10,932 
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2021年

12月期

2022年

12月期
2023年
12月期

2023年12月期

実 績

営業利益売上高

プライムウェーハ

製造販売事業

その他

ウェーハ再生事業

約187億円

約205億円
約38%

約35%

半導体関連装置・

部材等事業

約141億円
約26%



ウェーハ再生事業
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半導体製造における前工程①～⑩

チップの
断

面

フォト
レジスト

酸化膜・
薄膜

シリコン

酸化膜を形成 薄膜を形成 表面へ均一に塗布

光を当て回路パターン

を焼き付け

数百個のチップ一つ

ひとつに接触させ、

電気的に問題がない

か検査

電極配線用の金属を

埋め込む

ウェーハ表面を研磨

し、凸凹を平坦化

不純物イオンを注入し、

熱処理によって活性化

フォトレジストを剥離、

不純物を薬液で取り除く

露光・現像

イオン注入

エッチングフォトレジスト塗布薄膜の形成表面の酸化

レジスト剥離・洗浄平坦化電極形成ウェーハ検査

高温酸素 薄膜材料

回路未形成
のウェーハ

回路が形成
された
ウェーハに

酸化膜・薄膜を

削り取る

プローブ
（針）

1 2 3

4

5

6

7

8910

再生加工（再利用できる状態にクリーニング）

出荷

•再生ウェーハとは、主に半導体製造において使用されるテストウェーハを再生加工したウェーハのこと

•再生したウェーハは繰り返し使用されるが、当社独自技術では、10回以上のリサイクルも可能であり、

環境負荷軽減に加え、半導体メーカーのコストダウンにも貢献

事業内容（再生ウェーハとは）

▌半導体メーカー

ほぼ全ての工程で使用される

•モニターウェーハ（用途：プロセスや加工精度の評価）

•ダミーウェーハ（用途：精密加工の安定性向上）

当社はそれらを再生し、

半導体メーカーへお戻ししている

半導体製造のためには、

ウェーハの再生が必要不可欠

▌当社

使用済みのウェーハを回収

何層にも重なっている

回路を作り込むため

③～⑧を

数百回
繰り返す



ウェーハ再生事業
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事業内容（再生ウェーハとは）

• 再生ウェーハ国内生産拠点

■ 三本木工場 （宮城県大崎市）

製 品 5,6,8,12インチ再生ウェーハ

生産能力
8インチ ： 月産15万枚

12インチ ： 月産31万枚

所 在 地 宮城県大崎市

認 証 ISO9001、ISO14001

第8工場 (9,000㎡)

第7工場 (5,000㎡)

※工場敷地面積 = 約18万m2（造成エリアのみ）



ウェーハ再生事業
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• 日本・台湾・欧州・北米と幅広い出荷先を確保

• 地域分散、業種分散によるリスクヘッジも図る

• 製造拠点の拡大等、積極的な生産能力の

   拡充によって大幅な成長を実現

4,414 5,107 

7,144 

9,487 
10,973 10,776 11,461 

12,717 

18,001 

34.0% 34.0% 34.0%
35.8% 36.6%

37.9%

35.1%
37.2%

40.6%
39.6%

•再生ウェーハ業界におけるグローバルサプライヤーとして、継続的な業績拡大を実現

事業内容（ウェーハ再生事業について）

実績

市場の

特徴

今後も継続的な

成長が見込める

▌景気変動に強い▌半導体業界の継続的な成長

• 製造装置の立上げ等多用途にりよされる

• 不況時に顧客のコスト意識が高まると、

  再生ウェーハ投入量が増える

    シリコンサイクルの影響を受けにくい

世界の半導体市場規模は、2023年から

2030年にかけてCAGR：約10％で成長し、

2030年には1兆米ドルに達すると予想※1

業績推移 地域別出荷構成

※1出所：SEMIジャパン「Semiconductor Market Forecast」

（百万円）

20,499百万円

18.3%

売上高CAGR
中国
2.5%米国

4.9%

欧州
11.8%

日本
26.4%

台湾
53.2%

アジア
1.2%

12インチ
日本
36.0%

欧州
32.2%

台湾
1.4%

米国
21.5%

アジア
4.9%

中国
4.0%

8インチ



ウェーハ再生事業
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ウェーハ再生ビジネス

再生市場での当社のシェア拡大 三本木工場と台湾子会社の出荷推移

台湾の新設・三本木の増設により、

生産能力が増加、現在のシェアは

33%程度に上昇。

継続的な投資により、シェアアップを

目指す。

年 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

生産能力 24万枚 28万枚 30万枚 34万枚 40万枚 42万枚 46万枚 55万枚 59万枚

シェア 24% 29% 30% 31% 33% 33% 33% 33% 33%
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三本木工場 台湾子会社

SEMIデータに基づき弊社にて推計

▌12インチ再生市場における当社シェア ▌三本木工場と台湾子会社の12インチウェーハ出荷枚数推移

(万枚)

A社
(日本)

B社
(日本)

台湾勢
（3社）

その他
RS Technologies
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ウェーハ再生ビジネス

全ての顧客と直接コミュニケーションを行い、

東京本社で管理することにより圧倒的なコストダウンを実現

直販体制による正確なニーズの把握01強み

すべての膜を剥離可能
ケミカル処理の為、表面のダメージが最小限に

02強み

再生回数が多い

よりコストダウンが可能

03強み 金属不純物を高レベルで除去
ウェーハ表面の微細ゴミ・汚れを

洗浄で取り除く

金属不純物を除去

特に銅(Cu)の除染除去に強み

•金属不純物

•ゴミ（パーティクル）

表面に付いているキズや凹凸を
研磨（ポリッシング）により平滑にする

傷・凹み

入荷

受け入れ検査

ストリッピング/エッチング

プレソート検査

ポリッシング

1次洗浄（1次検査）

最終検査/包装

出荷

顧客フォローアップ

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

ラサ工業（化学）の

独自技術を継承

2次洗浄
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ウェーハ再生事業の需要先：12インチ半導体   工場

•世界市場では、中欧米日等で12インチ半導体新工場が建設中

•当社は、日本、台湾及び中国への設備投資により、新たな再生ウェーハ需要へ対応

注：RST調べ

米国

10工場

欧州

10工場 日本

9工場
台湾

9工場

中国

17工場

イスラエル

1工場
12インチ半導体

新設工場

新“

“



プライムウェーハ事業
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•プライムウェーハとは、半導体の基板材料であるシリコンウェーハのこと

• イレブンナイン（純度99.999999999%）のシリコンを用いており、現在地球上に存在する物質で最も高い平坦度を誇る

事業内容（プライムウェーハとは）

半導体メーカーへ出荷

ルツボの中で結晶化させた

シリコンを回転させながら引上

げ

ワイヤーソーを使用してスライス

し、円盤形のウェーハに切り出し

ウェーハの表面を磨くことで歪みや

キズを修正し、不純物も除去

ルツボ

シリコン
インゴット
（結晶化した
シリコン）

ワイヤーソー

シリコン
インゴット

ウェーハ

研磨剤研磨パッド製造工程

シリコンウェーハの市場は1兆円を超える規模であり、今後さらに規模拡大が進むマーケット

①シリコンインゴット引上げ ②シリコンインゴット切断 ③ウェーハの研磨

ポイント

配合や温度、引上げスピード等を

制御することで、いかに高純度で

欠陥のない単結晶を製造できるか

1本の単結晶からいかに多くの

高品質なウェーハを得ることが

できるか

高度な加工工程を経ることで、

いかに超平坦・超清浄なウェーハ

に仕上げられるか

全ての工程において、非常に高い結晶技術や研磨技術が求められる



プライムウェーハ事業
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•中国中央企業※1の有研科技集団有限公司（GRINM）と

  事業会社である有研半導体材料有限公司※2（GRITEK）を設立

プライムウェーハビジネスへの進出

スライシング

ラッピング

エッチング

ポリッシング

1次洗浄（1次検査）

2次洗浄

最終検査/包装

出荷

インゴット引上

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

01強み GRITEKの持つ技術力

02強み 中国半導体施策の恩恵を享受

03強み
RSのグローバルな販売網で

全世界顧客へ販売

04強み
RSの再生加工技術を活用
30年以上に及び当社の知見・見識あり

▌当社と有研とのシナジー効果

※1 国有企業のうち、中央政府の管理監督を受ける企業
※2 現：有研半導体硅材料股份公司



プライムウェーハ事業
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グローバル品質の量産ラインを確立

• 2019年、中国の非鉄金属分野で最大の国有研究機関である有研科技集団有限公司（GRINM)と合

弁し、有研半導体材料有限公司※1（GRITEK）を連結子会社とすることにより参入。中国山東省に

フラッグシップ工場を竣工

事業内容（当社のプライムウェーハ事業）

月産生産能力が18万枚に

到達

•フラッグシップ工場を竣工

•徳州市政府系ファンドとの合弁

•月産11万枚の生産能力

GRITEK

の強み

今後の
取組み

進捗

GRINMとの協業によって中国トップレベル

の高品質を実現

高い技術力

M&A等の活用によって

グローバル市場を目指す

再生ウェーハ事業の顧客網

を活かして販促活動を強化

GRINMグループの商流を活用することで、

中国国内での販売における優位性を獲得

市場優位性

最終工程である研磨・洗浄・検査において、

再生ウェーハ事業で培ったノウハウを流用

コア事業とのビジネスシナジー

出荷数の多いボリュームゾーン（ロー～

ミドルエンド）に狙いを定めて投資を実行

戦略的な市場選択

8
インチ

12
インチ

設備投資によって

生産能力を拡充

※1 現:有研半導体硅材料股份公司
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地域戦略 ディカップリングに左右されない地域戦略

ファウンドリーの集積地である

台湾地域内は台湾工場でカバー

台 湾中 国

現時点でプライムウェーハ

は中国国内を中心に販売

三本木工場（日本旗艦工場）が北米、欧州、日本等を中心にカバー

日本・北米・欧州



18COPYRIGHT© RS TECHNOLOGIES CO., LTD. ALL RIGHTS RESERVED

現事業領域 地域拡大予定 今後進出の可能性有

事業

地域

RS Technologies
の目指す世界
一歩一歩、着実に事業領域および

販売地域を広げていく

成長拡大

日本 中国
アジア

（中国以外）
欧米

製 造

ウェーハ再生

プライムウェーハ
12in

8in他

半導体製造関連消耗財

半導体製造

再 生 を

キーワード

とした事業

新規

バナジウムレドックスフロー

バッテリー

商 社 機 能

製造装置

半導体・電子部品・消耗財

その他（太陽光など）
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再生可能エネルギー事業に新規参入

• 2023年12月、バナジウムレドックスフロー電池(VRFB)用の電解液事業を継承

社 名 株式会社LEシステム

事業内容 バナジウムレドックスフロー電池の電解液製造

所 在 地
東京都品川区大井1-47-1NTビル

（株式会社RS Technologies内）

製 造 拠 点 福島県浪江町

資 本 金 30百万円

代表取締役 方 永義

▌新会社の概要

L Eシステムグループ取り込みの意図

⚫ 「再生」は、当社の事業成長において創業期から
のキーワードとしている

⚫ LEシステムは、当社が掲げる「再生」に合致した

ビジネスモデルであり今後の成長が期待できる
事業である

1) 再生可能エネルギー分野で急成長が見込める

2) 石油プラント等で発生する残渣を再生利用して
  バナジウム電解液を製造する技術を保有

3) 電解液自体もリサイクル可能
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浪江工場 （株式会社LEシステム、再生可能エネルギー事業）

• 2023年12月、当社が旧LEシステムの電解液製造事業※1 を全面的に承継

※1 旧LEシステムの基幹技術は日本で生まれた技術であり、株式会社INCJ(官民ファンド)の出資を含む多くの支援を受けてきた

（写真にタイトルやコメントを入れるときのスペース）福島県浪江町の電解液工場（2021年建設。年間5,000㎥を量産）

茨城県つくば市の事業所

（2013年建設。技術研究 /パイロットプラント）
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主要用途

バナジウムレドックスフロー電池（VRFB）とは

• VRFBは、バナジウム電解液を循環・化学反応させることで充電と放電を行う蓄電池。LEシステムでは、このバナジウム

電解液を製造・供給している

充電と放電回数に制限がなく劣化がないことから長期の安定稼

働が可能であり、安全性も高く、再生エネルギーとの相性も良い

他の蓄電池が電極の化学変化で充電と放電を行うのに対し、

VRFBは電解液の化学変化（酸化還元）による充放電を実現

仕組み 特 徴

VRFBは大容量の定置式蓄電池として高い安全性と安定供給

が求められる風力・太陽光発電等に最適な特徴を有する

不燃性電解液 充放電の時間を

自由に設計可能

充放電サイクル

に制限がない

長期間運用が

コスト面で有利に

再生エネルギー

と相性が良い

高い安全性 拡張の自由度 長寿命 コストダウン 非同期連携

ポンプ ポンプ

隔膜

V5+

V4+

V2+

V3+

V5+ V2+

V4+ V3+

放出貯蔵

変電設備

交流/直流変換器

V4+

V5+
V2+

V3+

H+ H+

+ -

電

極

電

極

e- e-

電解液

（正極）

電解液

（負極）

風力発電や太陽光発電等、大規模・大容量の定置式蓄電池としての活用
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0

2,000,000

0

40,000

2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031

バナジウムレドックスフロー電池（VRFB）を取り巻く市場規模

• VRFB市場は、2028年には現在の10倍以上にまで拡大することが予想されている。

これに伴って電解液の需要も伸長していく見込み

▌新設VRFB容量（世界・地域別）と電解液市場の予測

新LEシステムでは、当社の海外ネットワーク（特に中国を含むアジアでの強み）を活かし、

2028年までにグローバルでのトップシェア獲得を目指す

北米

西ヨーロッパ

東ヨーロッパ

アジア(中国含む)

ラテンアメリカ

中東

アフリカ

蓄電容量
(MWh)

アジアが

50%

約2,000MWh（600億円以上）

約20,000MWh (6,000億円以上)

市場規模10倍以上となる
急成長市場

電解液市場新設VRFB容量
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LEシステムの強みと成長戦略

01強み
高品質電解液の

量産プロセスを確立済み

02強み
海外含む多数の電池メーカー

とのグローバルな協業体制

03強み
独自技術によって低コスト

での製造を実現（保有特許10件以上）

▌LEシステムの強み
今 後 の 成 長 戦 略

⚫ 中国は、国策としてリチウムイオン電池に次ぐ柱と
してVRFBを掲げており、今後中国はその最大の
市場となる

⚫ LEシステムの独自技術によるコスト競争力と、中

国における当社の事業基盤を活用し、中国市場に
おけるVRFB市場トップシェアを目指す

⚫ 今後も日本を研究開発拠点とし、投資を継続

⚫ 日本で大容量定置式蓄電池のニーズが高まってき
た際には、国内で量産可能な体制を構築する
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